
学校番号 111 

平成 3１年度 国語科 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 標準「古典Ｂ」改訂版（第一学習社） 

副教材等 

『改訂版学習のポイントが見えるよむナビ古典１基礎編』いいずな書店 

『シンプルスタイルシリーズ古文単語３０１』尚文出版 

『新版五訂完全マスター古典文法』第一学習社 

『新総合 図説国語』東京書籍 

１ 担当者からのメッセージ 

・１年次に引き続き、多くの作品に触れ、その内容や登場人物の心情、古典常識や歴史的背景を

学びます。古文、漢文ともに文章も長文になり、文法に関する理解や語彙力も必要になってき

ますので、着実に力をつけてください。 

・毎回の授業を真剣に「聞き」「理解する」努力をしてください。記憶を整理するために、ノー

トをとってください。 

・授業の内容を復習し、理解を深めるために、副教材（問題集など）を活用してください。 

・授業中、単語テストを行います。平常点につながるので、しっかり取り組むこと。 

・提出物には期限があります。きちんと仕上げ、期限を守って提出してください。 

２ 学習の到達目標 

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古 

典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにしようとする。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を高め、作品

の価値について自ら考察

するとともに、我が国の文

化の特質や中国の文化と

の関係について理解を深

めようとする。 

古典を読んで、内容及び思想

や感情を、構成や展開に即し

て的確に捉え、ものの見方・

感じ方・考え方を豊かにしよ

うとする。 

古典の理解に役立てるため、

語句の意味、用法、文の構造、

文法、音声、表記等を理解し、

知識を身に付けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検（ノート・プリ 

ント等） 

行動の観察 

記述の確認（プリント等） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート・プリント等） 

単語小テスト 

定期考査 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ e 

１
学
期 

説
話 

教材： 

『十訓抄』より「小式

部内侍が大江山の

歌の事」 

 
○   ◎ ○ 

ａ比較的短い説話を読んで、古

文に親しみを持ち、話のおも

しろさを理解できている。 

ｄ話の構成や展開を把握し、登

場人物の行動や心情を読み

とれている。 

ｅ機知に富んだ返歌を読み味

わうことで、日本語の言語文

化への理解を深められてい

る。 

ａｄｅ 

行動の観察 

記述の点検・確認 

 

 

物
語 

教材: 『伊勢物語』

「初冠」 

 

○   ◎ ○ 

ａ比較的短い歌物語を読むこ

とで、古文に親しもうとして

いる。 

ｄ話の構成や展開を把握し、登

場人物の行動や心情を読み

取れている。 

ｅ歌物語における和歌の役割

を理解できている。助動詞に

ついて理解できている。 

ａｄｅ 

行動の観察 

記述の点検・確認 

 

定期考査 

随
筆 

教材：『枕草子』「うつ

くしきもの」 

 

○   ◎ ○ 

ａ随筆を読んで、人間、社会、

自然などに対する作者の

思想や感情を読み取ろう

としている。文章の表現上

の特色を理解し、優れた表現

に親しもうとしている。 

ｄ文章の内容を構成や展開に

即して的確に捉えられてい

る。 

ｅ助詞・助動詞について理解で

きている。 

ａｄｅ 

行動の観察 

記述の点検・確認 

 

定期考査 

随
筆 

教材： 

『竹取物語』「火鼠の

皮衣」 

 
○   ◎ ○ 

ａ昔話としてなじみのある作

品を通して古文に親しみを

持ち、話の面白さを理解しよ

うとしている。 

ｄ話の構成や展開を把握し、

登場人物の行動や心情を

読み、理解できている。 

ｅ助動詞を理解できている。 

ａｄｅ 

行動の観察 

記述の点検・確認 

 

定期考査 

 

２
学
期 

物
語 

教材： 

『更級日記』「源氏の

五十余巻」 

 
○   ◎ ○ 

ａ人間、社会、自然などに対す

る作者の思想や感情を読み

取ろうとしている。 

ｄ文章の内容や構成や展開に

即して的確に捉えられてい

る。 

ｅ助動詞について理解できて

いる。 

ａｄｅ 

行動の観察 

記述の点検・確認 

 

定期考査 



日
記 

『古今和歌集』「仮名

序」、和歌 

 

○   ◎ ○ 

ａ和歌の優れた表現に親しも

うとしている。 

ｄ和歌にこめられた思想や感

情を読み取れている。句切れ

やリズムに注意して和歌を

朗読することができている。 

ｅ和歌の修辞技巧や『古今和歌

集』の時代の表現上の特色を

理解できている。 

 

ａｄｅ 

行動の観察 

記述の点検・確認 

 

定期考査 

３
学
期 

史
伝 

教材： 

『史記』「鴻門の会」 

 

○   ◎ ○ 

ａ長めの文章を読んで、漢文に

親しみを持ち、話の内容を理

解しようとしている。 

ｄ話の展開を把握し、登場人物

の行動や心情を読み取れて

いる。 

ｅ本文を訓点に従って正しく

読み、書き下し文に改めるこ

とができている。 

禁止・反語・仮定・疑問・抑

揚・否定・感嘆などの句形の

読みと意味とについて理解

し、それに即して口語訳がで

きるようになる。 

 

ａｄｅ 

行動の観察 

記述の点検・確認 

 

定期考査 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け 

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読 

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


